
インディアケム２００４への参加企業等について 

 

平成１６年９月１４日 

経 済 産 業 省 

 

日本がパートナーカントリーとして参加するインディアケム２００４（平成１６年１１月

３日（水）から５日（金）、インド（ムンバイ）にて開催）について、日本から３３社・機

関の出展参加が決定した。 

インドの化学品市場は、中期的には中国に次いで急速な拡大の見込まれる有望市場の一つ

である。インド化学品市場の拡大、インド化学産業の発展は、我が国企業にとってのビジネ

ス拡大の好機となるものであり、インディアケム２００４を契機に、日本企業が将来の積極

的な事業展開に向けた足掛かりを築くことが期待される。 

 

１． インディアケム２００４について 
（正式名称：3rd International Exhibition and Conference on Chemicals, Petrochemicals and Plastics, 

Pharmaceuticals, Technologies, Process Plant Machinery, Control and Automation systems） 

・ ２００４年１１月３日～５日にムンバイにおいて開催予定。 

・ 主催者は、インド政府及びＦＩＣＣＩ（印商工会議所連盟）。 

・化学品を中心とした国際展示会。期間中、化学品全般、医薬品、関連プラント・機器など 

に関する展示、技術セミナー、商談会・懇談会、カンファランスを実施。 

・India Chem 2000（2000年10月6～8日開催）は米国がパートナーカントリーとして参加し、

米国から45企業が参加。India Chem 2002（2002年9月18～21日）はドイツがパートナーカ

ントリーとなり、独国から33企業が参加。各回、200を超える企業（全14ヶ国）が出展。 

〔ホームページ：http://www.indiachem2004.com/indiachem2004/home.htm〕 
 

２． パートナーカントリー参加について 

・日本政府は、開会式への政府要人派遣、カンファレンスへの参加を検討中。 

・パートナーカントリーである日本の出展企業等は、以下のとおり（順不同）。 

アプコ（株）、伊藤忠商事（株）、（株）エーピーアイコーポレーション、MCC PTA india、

大塚化学(株）、児玉化学工業（株）、（株）島津製作所、昭和電工（株）、住友化学

工業（株）、住友商事（株）、（株）ダイアインスツルメンツ、ダイヤニトリックス（株）、

（株）ダイアリサーチマーテック、（株）ベータ･ケム、丸紅（株）、三井化学(株）、

三井物産（株）、三菱エンジニアリング プラスチックス（株）、三菱化学（株）、三

菱化学エンジニアリング（株）、三菱化学産資（株）、三菱化学ポリエステルフィルム

（株）、三菱化学メディア（株）、三菱重工業(株）、三菱商事（株）、（株）ユポ・

コーポレーション、旭電化工業（株）、エーザイ（株）、関西ペイント（株）、東洋エ

ンジニアリング（株）、エヌエヌ・ケミカル（株）、(独)新ｴﾈﾙｷﾞｰ・産業技術総合開発

機構、（独）日本貿易振興機構 

 

３．カンファレンス日程案 

 

１１月３日（水）  

 ０９：００－１０：４５ 受付 

 １１：００－１３：００ 開会セッション 

 １４：００－１５：４５ 円卓会議：政策的課題 



 １６：００－１７：３０ 特別全体会議：医薬分野におけるＲ＆Ｄ 

１１月４日（木）  

 １０：００－１１：４５ セッション：海外直接投資を巡る諸問題 

 １２：００－１３：３０ セッション：インド－出現する新しいパラダイム 

 １４：３０－１５：４５ セッションⅠ：グローバル・シナリオ：化学産業の成長と好機 

  セッションⅡ：インド医薬産業の２０１０年ビジョン 

 １５：４５－１６：３０ セッションⅠ：機能性化学品 

  セッションⅡ：臨床研究 

 １６：４５－１８：００ セッションⅠ（続き）：インドにおける機能性化学品発展のシナリオ 

－インドの農業化学産業に焦点をあてて 

   セッションⅡ：ＴＲＩＰＳと公衆衛生 

１１月５日（金）  

 １０：００－１１：４５ セッションⅠ：プロセス・プラント・エンジニアリングに見られる世界の動向 

  セッションⅡ：Ｒ＆Ｄにおける官民協力 

 １２：００－１３：３０ セッションⅠ：インド プロセス・プラントの世界市場進出の可能性 

  セッションⅡ：２００５年以降のインド多国籍企業に関するビジョン 

 １４：３０－１５：４５ セッション：ポリマー・繊維－世界の動向と将来の好機 

 １６：００－１７：３０ セッション：化学と医薬におけるインドの競争優位 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

経済産業省 化学課     杉原井・林（直通：０３－３５０１－１７３７） 

アジア大洋州課 岩倉・品田（直通：０３－３５０１－１９５３） 
 
インディアケム２００４準備委員会 
           委員長代行  小野 榮一（三菱化学） 

事務局（貿易振興サービス㈱） 
加々見・三戸（直通：０３－３５９３－００１７）  


